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2023年 1月 

 202２ 冬休み食の分かち合いで子育て応援 

 

「学校給食のない時期の子育て応援：食料支援事業」 実施報告 

NPO法人フードバンク狛江 

 

【事業実施の目的】 

コロナ禍による感染への不安や物価の高騰が続くなか、夏休みに続き、食費の負担が増える学校給食がない冬休み

に、一定の収入以下で子育てする世帯を対象に、希望される世帯へ食料支援を実施しました。家計の負担を少しで

も減らし、クリスマスやお正月に子どもたちとホッと一息、笑顔で過ごせることを願い、夏休み支援でつながった子

育て世帯との関係を深め、夏の支援を上回る世帯に提供することを目標に取り組みました。 

 

【実施の方法と支援実績】 

1）実施対象と申し込み案内について 

・ 食品提供対象：ひとり親家庭と就学援助を受給するふたり親世帯の 18歳以下子ども及び親。 

・ 想定世帯数と支援人数：200世帯、５80人。 

・ 申し込み方法 

① 夏休み支援 204世帯を対象に、11/24～12/1メールで受付➔１２月２週目食品セット・発送・受渡し 

② 12/9「ひとり親家庭等医療証」発送時、350部に案内を同封➔12/21締切、12/22セット・発送  

・ ①②で１世帯１回、①は宅配便か事務所での手渡しで提供、②は宅配便のみ  

・ 申込方法： ホームページ申込フォームのみ （電話が合った場合、同意書提出で正式申込み）。 

 

2）実施期間と回数について 

・ 1世帯 1回、宅配便または事務所・倉庫での直接受渡しで提供。 

・ 発送または受渡し提供期間：12月 6日～12月 22日 

 

3）申し込み履歴：ホームページ上の非公開申し込みフォームより 192件 

申込日 申込数 申込日 申込数 

2022年 11月 24日 90 2022年 12月 1日 3 

2022年 11月 25日 28 2022年 12月 2日 1 

2022年 11月 26日 10 2022年 12月 12日 11 

2022年 11月 27日 7 2022年 12月 13日 5 

2022年 11月 28日 14 2022年 12月 14日 5 

2022年 11月 29日 11 2022年 12月 16日 1 

2022年 11月 30日 1 2022年 12月 18日 2 

    2022年 12月 21日 2 

    2022年 12月 23日 1 

合計 192 
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4）受渡しの状況 : 

 ①宅配便（送料当団体負担） 107件（56％）  

②事務所での受渡し 85件（44％）  

受け取り方法 件数 ％ 

12月 10日(土) 13時～15時 事務所で受け取り 49 25% 

12月９日(金) 13時～15時 事務所で受け取り 36 19% 

宅配便（受取日指定不可） 107 56% 

総計 192 100% 

 

5）支援世帯数実績：192世帯 計 565人（大人 230人＋18歳以下子ども数：335人）  

 

6）提供食品について：  発送用食品セット例 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 食品提供実績 

総重量 お米 一世帯平均 

2409kg 637kg 12.65㎏ 

【食品集荷目標と実績】 

・ 想定必要食品量 :１,５００㎏～２,０００kg (1人あたり３～４kg）  

食品寄贈集荷実績 

 10月 11月 

企業・団体 457.1 765.5 

市民 582.9 417.4 

常設 249.5 258.4 

生協 260 250 

ダイエーグループ 199.6 77 

総計 1,749.1 1,768.3 

小学生未

満, 64, 

19%

小学生, 

113, 

34%

中学生, 

72, 

21%

高校生, 

86, 

26%

18歳以下子ども内訳

ひとり

親世帯, 

154, 

80%

ふたり親世帯, 

38 20%

世帯別集計
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食品等提供企業・団体（敬称略） 

東都生活協同組合 モランボン株式会社 NTTコムウェア株式会社 

生活協同組合コープみらい 株式会社オシザワ PayPay株式会社  

生活協同組合パルシステム東京 

狛江センター 
日清食品株式会社 

Amazonほしい物リストで購入して

くれた方々 

ｺｶ・ｺﾗﾎﾞﾄﾗｰｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 狛江市商工会青年部 緑野小おやじの会 

明治グループ 杉本商店 山田靖史（りんご寄贈） 

天理教江東分教会 町田華嚴院 大樹生命保険㈱ 

3色パステルアート 天乃屋商事株式会社 ポラン広場東京 

名糖産業㈱ 生活クラブフードバンク 市民（延べ 291名） 

 

7）同封書類と食品以外の提供品 

①手書きのメッセージカード ②セット食品の賞味期限とオンラインアンケート案内 ③こま YELLチラシ 

④こども食堂ひかりっこチラシ 

 

【広報】 

・ 紙媒体：食品寄贈呼びかけチラシ2000枚作成。ニュースレターに同封及び公営掲示板、町内会、市内公

共施設、連携団体、各戸ポスティング。 

・ インターネット媒体（ホームページ、facebook）に掲載。 

・ 11/15 広報こまえ掲載。 

・ 11/18 コマラジ（こまえ FMラジオ）出演。 

・ 11/22 子ども政策課 HP「子育てネット」に申込み開始の記事掲載。 

 

【お渡し会】 ＊手指の消毒やマスク着用を徹底して実施。 

・ 12月 9日（金）、10日（日）の２日間で８5世帯が直接受け取り。 

・ お米５㎏とマスク 1 箱に加え、調味料、飲料、お菓子を選んでもらい、お子さん連れには追加でお菓子を

選んでもらう。２日間でお米 425kg、その他の食品 894kgを提供。 

・ 市民より寄贈されたリンゴを一世帯につき 4個ずつ配布。 

【実施経過】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 15日 広報こまえ掲載 

11月 17日 冬休み子育て応援検討会 

11月 18日 コマラジ出演 

11月 24日 申込開始（第一弾） 

12月 1日 Ａ５版ひとり親家庭等医療証 350部をこども政策課へ搬入 

12月 2日 申込締切（第一弾）/食品セット・宅配便送付開始 

12月 9日 第 1回お渡し会 

12月 10日 第 2回お渡し会  

12月 21日 申込締切（第二弾(ひとり親家庭等医療証からの申込)） 

12月 22日 食品セット・宅配便送付終了 

1月 5日 アンケート締切、集計 
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【収支決算報告】  

収入 支出 

内訳 収入金額 費目 内訳 支出実績 

助成金 130,000 印刷製本費 食品寄贈広報チラシ 6,200 

寄付金 212,922 印刷製本費 食品寄贈広報チラシ 4,870 

    通信運搬費 食料支援宅配便代金 89,650 

    通信運搬費 支援者用ニュースレター11月郵送 5,910 

    人件費 食品管理・セットを担うスタッフ賃金 171,710 

    諸謝金 食品集荷私用車両使用謝礼 25,000 

    消耗品費 文具・電池・スタッフ用飲料・消毒用具・清掃用具 24,641 

    消耗品費 配送用ダンボール 14,941 

合計 342,922 合計   342,922 

＊この事業は「一般社団法人生活クラブ福祉事業基金 2021年度新型コロナ感染拡大による緊急助成第５次」を 

活用して実施しました。 

 

【事業実施の振り返り】 

2022給食のない冬休みの子育て応援食料支援支援では、192世帯 565人（うち 18歳以下子ども 335人） 

に食品を届けました。夏休み支援での204世帯を下回りましたが、申込み開始初日に全体の54％（夏休み支44％） 

の申込みがあり、「お渡し会」に直接受取りに来られた方も夏休みを上回りました。物価の高騰が続くなかで、想定を 

下回る申し込みにとどまったとはいえ、返信されたアンケートからも多くの方が心待ちにされていたことを感じます。 

支援世帯を対象に今回もオンラインでアンケートを実施し、食品を受け取った感想や冬休みを子どもたちとどう過

ごす予定かを質問しました。 

食品を受け取った感想では、「少しでもお米多くほしくて直接取り行けるよう昨日夜勤を入れてもらい、ついでに

学校の面談など色々予定を合わせて入れまくったので疲れてたのですが、暖かく迎えてくださり涙が出そうになり

ました。今日をどれほど待ち侘びたか…」「お米、調味料、飲料、お菓子、マスクなど、日常生活で必ずお金がかかって

しまう部分をサポートして頂いたので、非常に助かりました。子供が飛び上がって喜んでいました。今年の冬休みは

越して行けそうです。ボランティアの皆様、寄付をしていただいた企業や個人の皆様に心から感謝いたします。」など、

今回もフードバンクのスタッフや食品を寄贈していただいた市民や企業への感謝の声がたくさん寄せられました。 

冬休みの過ごし方では、コロナ禍でもあり実家に帰省する以外、旅行などの予定は一件もなく、「特に遠出などは

せず、普段通り過ごす予定です。近くへ初詣に行けたらと思います。コロナウイルスと金銭的な面が大きいです。」な

ど、家で過ごすという方がほとんどでした。詳しくは別紙の集計結果を参照ください。 

 

 

■ 食品を受け取った感想 

多くの市民や企業・団体からバラエティー豊かな食材を心を込めてセットした提供食品に、お礼と感謝の声が寄せ

られました。やはり親はお米と、子供たちにはクリスマス柄の袋に入ったお菓子がとても喜ばれていることが分かり

ます。 (アンケートの抜粋)：  
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■ 冬休みを子どもたちとどう過ごす 

  アンケートでは、ほとんどの家庭が普段通りに過ごすとの回答で、旅行などは一件もなく、具体的に予定を記入さ

れていても、実家に行く、スポーツ観戦、イルミネーション見に行く、動物園か水族館に行くなど近場での楽しみを

予定しているようです。親が年末や年始にも仕事で子どもたちは留守番だったり、受験生をかかえる家庭も多く

見られますが、コロナ禍や経済的余裕がなく、忙しいなかでも子どもと一緒に過ごそうとする親の姿が見えてきま 

 す。 (アンケートの抜粋) 

 

アンケートの回答から見えるものは、経済的な困難を抱えて多くの子育て世帯が踏ん張って子育てされている姿

です。これだけ多くの方が、フードバンクの食料支援を必要とされている限り、この子育て応援を今後も継続でき

るよう、私たちも踏ん張り、行政も含めて地域の課題として「食で支え合う」仕組みを作っていく必要を痛感します。 

・子供たちはいつも通り、お菓子に大喜び！母は、おそばや麺つゆなど、年越しに使えそうな食材が嬉しかった

です。色々とご配慮いただき、とても感謝しています。 
 

・嬉しい品の数々で子供と喜びました。チョコレートが苦手ですが、今回は歌舞伎揚げが入っていて二人で笑

顔になりました！仕事で帰りが遅く、サッと一品作れそうな食品があり嬉しい限りです！ 
 
・クリスマスの袋にお菓子を入れていただいたので、子供達大喜びでした。バリエーションも豊富で、どんな風

に料理に使おうかと楽しみです。物価高や年末年始とお金のかかる時期にとても感謝しています。 
 
・母子家庭です。子供が大きくなりよく食べるようになりました。食費の物価上昇もありかなり家計を圧迫しま

す。そこに私が大病を患い手術や入院をし、あまり手厚い食事を作ってあげることは今できませんが、この

ように生活を支える食べものを送ってくださり大変ありがたく存じます。 
 
・たくさん方々の働きかけや思いやりを実感できるので、孤独感が薄れ、希望や幸せを感じます。 
 
・お米 5 キロ助かります。賞味期限が意外に長いものが多く長持ちで助かります。多少賞味期限キレても頂け

ればと思います。寄付をいただいた個人、企業の皆さんとスタッフの皆さんに感謝です。 
 
・いつも、長期休みになると食費がかさむので、とても助かっています。今回いただいたリンゴ、蜜がたくさん

入っていてとても美味しく、夕ご飯のあとに出すと子どもたちもテンションが上がり喜んで食べています。

生産者の方にもよろしくお伝えください。 

・特に遠出などはせず、普段通り過ごす予定です。近くへ初詣に行けたらと思います。コロナウイルスと金銭的な

面が大きいです。 
 

・冬休みは、年末年始ギリギリまで母親である私は仕事なので、小学生兄弟でお留守番させる予定です。年末年

始休暇で私も休みになったら、家でのんびりと子ども達と楽しい時間を過ごしたいと思っています。コロナや

インフルエンザが流行りつつあると聞くので、あまり遠出や外出は避けようかなと思っています。 
 
・子供は冬休みに入りますが年末までは仕事のためどこかへ連れていくのは難しいですのでうちでゆっくり過ご

したいと思っています実家に行くぐらいでしょうか 
 
・近場に出かける。コロナが高止まりで感染が怖いから遠出は避ける。 
 
・毎年の事ながら、近所の神社に初詣に行くとかセール品を探しに行くとか。特別、旅行には出掛ける考えもお

金も有りません笑 
 
・トランプなどのカードゲームや、バトミントン、キャッチボールなど、一緒にたのしみたい。いつもは余裕が無く、

とことん付き合う事が出来無いので、子供が「もういいよ」と言うくらい遊びたい。 
 
・母は 31 日まで仕事。お正月は帰省せず、東京の静かなお正月を満喫します。今回は冬休みが長いのでそれが

キツイです。食事の面でもそうですが、子供が一人で過ごさなければいけない時間が長いこと。遊べる友達が

いればいいけど、毎日一人で時間を潰すのは大変だと思います。 
 
・今年は上の子が受験生の為本人には頑張ってもらい母は食事、メンタル面を初めてながら支えていけたらと

思っています。 
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